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論
考

青
龍
刀
と
赤
兎
馬
―
―
関
羽
像
の
「
完
成
」
過
程

竹
内

真
彦

一

問
題
の
所
在

関
羽
が
、
三
国
志
故
事
に
と
っ
て
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に
、
贅

言
を
費
や
す
必
要
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
特
に
明
清
以
降
、
関
羽
信
仰
が
極
め
て

盛
ん
と
な
り
、
「
関
帝
」
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
も
、
周

知
の
事
実
で
あ
る
。

そ
の
関
羽
、
特
に
「
関
帝
」
と
し
て
の
姿
が
描
写
さ
れ
る
際
、
必
ず
と
言
っ
て

よ
い
ほ
ど
附
与
さ
れ
る
要
素
と
し
て
、
武
器
と
し
て
の
青
龍
刀
、
そ
し
て
乗
馬
と

し
て
の
赤
兔
馬
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
日
知
ら
れ
る
三
国
志
故
事
の
基
幹
を
成
す

『
三
国
志
演
義
』
に
頻
出
す
る
故
、
こ
の
描
写
が
広
く
流
布
し
て
い
る
こ
と
自
体

は
何
ら
不
可
思
議
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
『
三
国
志
演
義
』
第
二
十
五
回
に
云
う
（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
）
。

（
一
）

関
公
領
諾
而
出
。
提
青
龍
刀
。
上
赤
兔
馬
。
引
従
者
数
人
。
直
至
白
馬
来

、
、
、

、
、
、

見
曹
操
。
（
関
公
は
〔
玄
徳
の
夫
人
た
ち
の
依
頼
を
〕
承
諾
し
て
退
出
し
た
。

青
龍
刀
を
引
っ
さ
げ
、
赤
兔
馬
に
跨
る
と
、
従
者
数
人
を
引
き
つ
れ
て
、
す

、
、
、

、
、
、

ぐ
さ
ま
白
馬
に
至
り
曹
操
と
会
見
す
る
。
）

或
い
は
第
五
十
回
。

言
未
畢
。
一
声
砲
響
。
両
辺
五
百
校
刀
手
擺
開
。
為
首
大
将
関
雲
長
。
提

青
龍
刀
。
跨
赤
兔
馬
。
截
住
去
路
。
（
〔
曹
操
の
〕
言
葉
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち

、
、
、

、
、
、

に
、
砲
声
が
一
響
し
、
両
側
か
ら
五
百
の
刀
兵
が
現
れ
た
。
先
頭
の
大
将
は

関
雲
長
、
青
龍
刀
を
ひ
っ
さ
げ
、
赤
兔
馬
に
跨
り
、
行
く
手
を
遮
っ
た
。
）

、
、
、

、
、
、

し
か
し
、
こ
の
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
の
由
来
、
あ
る
い
は
関
羽
と
の
関
係
は
必
ず

し
も
明
瞭
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
も
周
知
の
如
く
、
正
史
『
三
国
志
』
の
関
羽
は

青
龍
刀
を
持
た
ず
、
そ
の
乗
馬
は
赤
兔
馬
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
何
故
、
関
羽
は
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
一

見
す
る
と
、
素
朴
と
も
言
え
る
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
の
解
答
を
求
め
る
の
が
、
本

稿
の
目
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
と
い
う
要

素
は
、
史
実
の
関
羽
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
な
れ
ば
、
こ
の
両

者
は
、
後
世
、
何
ら
か
の
「
意
味
」
を
託
さ
れ
て
関
羽
に
附
与
さ
れ
た
筈
だ
か
ら

で
あ
る
。二

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
青
龍
刀
と
赤
兔
馬

最
初
に
、
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
の
縁
起
を
確
認
し

て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

青
龍
刀
の
縁
起
は
、
『
演
義
』
冒
頭
で
語
ら
れ
る
。
「
桃
園
結
義
」
に
よ
り
、

劉
備
・
張
飛
と
義
兄
弟
と
な
る
こ
と
を
約
し
た
関
羽
が
、
中
山
の
大
商
、
張
世
平

ら
か
ら
得
た
鑌
鉄
よ
り
鍛
造
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
第
一
回
）
。
特
に
神
秘
的
な
要

素
を
、
そ
こ
に
看
取
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
関
羽
亡
き
後
、
こ
の
青
龍
刀
を
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め
ぐ
る
因
縁
譚
が
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
羽
を
捕
え
た
恩
賞
と
し
て
、
こ
の

青
龍
刀
は
呉
将
の
潘
璋
に
与
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
、
関
羽
の
子
で
あ
る
関

興
が
、
霊
魂
と
な
っ
た
関
羽
の
導
き
に
よ
っ
て
、
潘
璋
と
邂
逅
し
、
こ
れ
を
討
っ

て
父
の
武
器
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
（
第
八
十
三
回
）
。

一
方
、
『
演
義
』
の
赤
兔
馬
は
、
関
羽
の
所
有
と
な
る
ま
で
に
、
数
々
の
転
変

を
経
て
い
る
。
そ
の
大
略
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
元
来
、
董
卓
の
所
有
で
あ
り
、

「
一
日
に
千
里
を
駆
け
る
」
と
称
さ
れ
た
赤
兔
馬
は
、
荊
州
刺
史
丁
原
を
裏
切
ら

せ
る
た
め
の
礼
物
と
し
て
、
丁
原
麾
下
の
猛
将
、
呂
布
に
も
た
ら
さ
れ
る
（
第
三

回
）
。
そ
の
後
、
呂
布
は
董
卓
を
も
殺
害
し
、
各
地
を
転
戦
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

赤
兔
馬
は
常
に
そ
の
乗
馬
で
あ
っ
た
。
呂
布
最
期
の
地
と
な
っ
た
下
邳
に
お
い
て
、

赤
兔
馬
は
、
呂
布
配
下
の
侯
成
に
盗
み
出
さ
れ
、
曹
操
の
手
に
渡
る
（
第
十
九

回
）
。
呂
布
を
亡
ぼ
す
際
に
は
聯
合
し
た
曹
操
と
劉
備
で
あ
る
が
、
そ
の
後
訣
別
。

曹
操
軍
に
攻
め
立
て
ら
れ
た
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
の
義
兄
弟
は
離
散
し
、
関
羽
は

劉
備
の
家
族
を
守
る
た
め
、
曹
操
に
投
降
す
る
。
何
と
か
し
て
関
羽
を
心
服
さ
せ

た
い
曹
操
は
、
様
々
な
礼
物
を
関
羽
に
送
る
が
、
そ
の
中
で
唯
一
関
羽
が
喜
ん
だ

も
の
こ
そ
、
赤
兔
馬
な
の
で
あ
っ
た
（
第
二
十
五
回
。
そ
の
理
由
は
、
「
こ
の
名

馬
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
劉
備
の
許
に
帰
参
で
き
る
」
と
い
う
、
曹
操
に
と
っ
て

極
め
て
腹
立
た
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
）
。
こ
う
し
て
、
関
羽
の
乗
馬
と
な
っ
た

赤
兔
馬
は
、
関
羽
が
刑
死
し
た
後
、
そ
れ
に
殉
ず
る
か
の
よ
う
に
、

秣

を
食
べ

ま
ぐ
さ

な
く
な
り
絶
命
す
る
（
七
十
七
回
）
。

青
龍
刀
と
赤
兔
馬
を
め
ぐ
る
挿
話
を
一
瞥
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
が
関
羽
の

「
武
」
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
物
語
の
形
式
そ
の
も
の
は
、
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
に
現
れ
る
、
普
遍
的
と
さ
え
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
）

し
か
し
、
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
何
故
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
。
『
演
義
』
を
見
る
だ
け
で
は
、
こ
の
疑
問
は
解
決
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
迂
遠
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
遡
っ
て
正
史
か
ら
考
察
を
進
め
て
ゆ

き
た
い
。三

正
史
に
お
け
る
青
龍
刀
と
赤
兔
馬

前
述
の
如
く
、
正
史
『
三
国
志
』
に
お
い
て
、
関
羽
は
青
龍
刀
を
持
た
ず
、
赤

（
三
）

兔
馬
に
も
跨
ら
な
い
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
赤
兔
」
と
名
付
け

ら
れ
る
馬
そ
の
も
の
は
存
在
し
て
い
る
。
『
三
国
志
』
魏
書
巻
七
・
呂
布
伝
に
云

う
。

布
自
以
殺
卓
為
術
報
讐
。
欲
以
徳
之
。
術
悪
其
反
覆
。
拒
而
不
受
。
北
詣

袁
紹
。
紹
与
布
擊
張
燕
于
常
山
。
燕
精
兵
万
餘
、
騎
数
千
。
布
有
良
馬
曰
赤、

兔
。
常
与
其
親
近
成
廉
魏
越
等
陥
鋒
突
陳
。
遂
破
燕
軍
。
（
呂
布
は
董
卓
を

、殺
し
て
袁
術
の
た
め
に
復
讐
を
遂
げ
て
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
袁
術
が
こ
れ
を

恩
に
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
袁
術
は
呂
布
の
変
節

を
憎
み
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
呂
布
は
北
へ
向
か
い
袁
紹

の
許
へ
行
っ
た
。
袁
紹
は
呂
布
と
と
も
に
常
山
に
い
た
張
燕
を
攻
撃
し
た
。

張
燕
に
は
精
兵
万
餘
と
騎
兵
数
千
が
あ
っ
た
。
呂
布
は
赤
兔
と
い
う
名
の
名

、
、

馬
に
乗
り
、
い
つ
で
も
側
近
で
あ
る
成
廉
や
魏
越
と
と
も
に
敵
陣
に
突
進
し
、

張
燕
の
軍
を
撃
破
し
た
。
）

ま
た
、
同
じ
く
呂
布
伝
の
裴
松
之
註
は
『
曹
瞞
伝
』
を
引
き
、

時
人
語
曰
。
人
中
有
呂
布
。
馬
中
有
赤
兔
。
（
時
人
語
り
て
曰
く
、
「
人

、
、

中
に
呂
布
有
り
、
馬
中
に
赤
兔
有
り
」
と
。
）

、
、

と
い
う
挿
話
を
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
、
赤
兔
は
、
後
漢
末
に
覇
を
競
っ
た
軍
閥
の

領
袖
の
一
人
、
呂
布
の
乗
馬
の
名
で
あ
り
、
当
時
、
広
汎
に
そ
の
名
は
知
ら
れ
て

い
た
と
思
し
い
。
し
か
し
、
正
史
『
三
国
志
』
に
お
い
て
赤
兔
の
名
が
現
れ
る
の

は
、
裴
註
を
含
め
て
も
、
前
述
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。
当
然
、
関
羽
と
の
関
係
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な
ど
語
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』
列
伝
巻
六
十
五
・
呂
布
伝
に
も
「
赤

菟
」
と
し
て
現
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
三
国
志
』
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

や
は
り
関
羽
と
の
関
係
は
現
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
赤
兔
馬
は
、
史
書
に
登
場
す
る
と
い
う
義
に
お
い
て
、
紛
れ
も
な
く

実
在
し
た
が
、
関
羽
と
は
関
わ
り
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
赤
兔
馬
に
つ
い
て
は
、

「
何
故
、
関
羽
の
乗
馬
と
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
関
羽
と
赤
兔
馬
、
そ
し
て
呂
布
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

筆
者
自
身
が
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
当
然
、
本
稿
と
か
か
わ
っ

（
四
）

て
来
る
が
、
ひ
と
ま
ず
措
く
。
先
に
、
正
史
に
お
け
る
関
羽
の
武
器
に
つ
い
て
論

じ
て
お
き
た
い
。

正
史
『
三
国
志
』
蜀
書
巻
六
・
関
羽
伝
を
閲
し
て
も
、
関
羽
の
武
器
に
つ
い
て

の
記
述
は
見
出
し
得
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
く
『
三
国
志
』
の
呉
書
巻
九
・
魯
粛

伝
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
挿
話
が
語
ら
れ
る
。

備
既
定
益
州
。
権
求
長
沙
、
零
、
桂
。
備
不
承
旨
。
権
遣
呂
蒙
率
衆
進
取
。

備
聞
。
自
還
公
安
。
遣
羽
争
三
郡
。
肅
住
益
陽
。
与
羽
相
拒
。
肅
邀
羽
相
見
。

各
駐
兵
馬
百
歩
上
。
但
請
将
軍
単
刀
倶
会
。
…
…
（
劉
備
が
益
州
を
平
定
す

、
、

る
と
、
孫
権
は
長
沙
・
零
陵
・
桂
陽
の
返
還
を
求
め
た
が
、
劉
備
は
こ
れ
を

拒
絶
し
た
。
孫
権
は
呂
蒙
に
軍
勢
を
率
い
て
こ
れ
ら
の
土
地
を
奪
取
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
劉
備
は
こ
の
報
を
受
け
る
と
、
自
ら
公
安
ま
で
戻
り
、
関
羽
に

こ
の
三
郡
を
争
わ
せ
た
。
魯
粛
は
益
陽
に
駐
屯
し
、
関
羽
と
対
峙
し
た
。
魯

粛
は
関
羽
に
会
見
を
要
請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
馬
を
百
歩
離
れ
た
処
に
留
め

る
と
、
将
軍
た
ち
の
み
が
刀
を
一
振
り
身
に
つ
け
て
会
見
に
臨
ん
だ
。
…

、
、
、
、
、

…
）

こ
の
交
渉
の
結
果
、
劉
備
陣
営
は
湘
水
を
境
界
と
し
、
そ
の
東
を
呉
に
割
譲
す

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
魯
粛
の
外
交
手
腕
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る

挿
話
で
あ
る
が
ゆ
え
、
魯
粛
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
挿
話
が
、
後
世
、
「
単
刀
会
」
或
い
は
「
単
刀
赴
会
」
と
し
て
人
口
に
膾

炙
す
る
物
語
の
原
型
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
尤
も
、
後
に
は
、
物
語

の
主
人
公
は
関
羽
と
な
り
、
魯
粛
は
引
き
立
て
役
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
）
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
単
刀
」
の
語
で
あ
り
、
こ
の
語
こ
そ
が
、
後
世
、
関
羽

の
武
器
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
、
「
青
龍
刀
」
を
は
じ
め
、
「
大
刀
」
「
三
停
刀
」

「
偃
月
刀
」
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
「
刀
」
字
を
含
む
武
器
と
な
っ
た
淵
源
で
あ
ろ

う
。つ

ま
り
、
関
羽
の
武
器
も
、
そ
の
源
流
は
、
乗
馬
と
同
じ
く
正
史
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
「
何
故
、
青
龍
刀
と
い
う
形
態
に

固
定
し
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
に
つ
い
て
具
体
化
さ
せ
た
二
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
答

え
る
た
め
に
は
、
史
書
を
離
れ
、
三
国
志
故
事
を
語
る
テ
キ
ス
ト
に
眼
を
向
け
ね

ば
な
ら
な
い
。

四

『
三
国
志
平
話
』
『
花
関
索
伝
』
に
お
け
る
青
龍
刀
と
赤
兔
馬

三
国
志
故
事
を
語
る
テ
キ
ス
ト
の
中
、
『
演
義
』
に
先
行
し
、
か
つ
比
較
的
ま

と
ま
っ
た
量
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、
史
書
を
除
け
ば
、
『
三
国
志
平
話
』
と

『
花
関
索
伝
』
が
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
は
と
も
に
刊
本
が
現
存
し
て

（
五
）

お
り
、
出
版
年
代
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
平
話
』
は

そ
の
封
面
に
「
至
治
新
刊
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
版
は
至
治

年
間
（
一
三
二
一
―
二
三
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
『
花
関
索
伝
』
に
つ
い
て

は
、
そ
の
前
集
末
葉
の
刊
記
か
ら
、
成
化
十
四
年
（
一
四
七
八
）
の
出
版
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
現
存
す
る
『
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
所
謂
嘉
靖
本
に
附
さ

れ
る
、
「
嘉
靖
壬
午
」
す
な
わ
ち
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
の
引
（
序
の
一
種
）

の
年
号
が
最
古
で
あ
る
か
ら
、
『
平
話
』
お
よ
び
『
花
関
索
伝
』
が
『
演
義
』
よ
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り
先
行
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
は
、
両
者
と
も
に
（
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
）
史
書
か
ら
甚
だ
し
く
乖

離
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
七
実
三
虚
」
と
評
さ
れ
る
『
演
義
』
と
比
較
し
て
も
、

所
謂
民
間
伝
承
の
影
響
を
濃
く
受
け
て
い
る
存
在
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
両

者
が
『
演
義
』
に
先
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
演
義
』
が
よ
り
史
実
に
回
帰
し

て
い
る
と
い
う
べ
き
か
。

以
下
、
『
平
話
』
と
『
花
関
索
伝
』
に
お
け
る
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
両
書
に
現
れ
る
赤
兔
馬
に
つ
い
て
は
、
別
稿

（
六
）

に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
内
容
的
に
や
や
重
複
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
き
た
い
。

四
―
一

青
龍
刀

簡
潔
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
『
三
国
志
平
話
』
に
も
『
花
関
索
伝
』
に
も
青
龍

刀
は
登
場
し
な
い
。

無
論
、
関
羽
の
武
器
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る
。
例
え
ば
『
平
話
』
巻
中
に
云

う
。

曹
公
嘆
曰
。
顔
良
英
勇
。
如
之
奈
何
。
正
悶
中
。
有
人
報
曰
。
有
関
公
至
。

曹
公
急
接
至
庁
。
具
説
顔
良
之
威
。
関
公
笑
曰
。
此
人
小
可
。
関
公
出
寨
。

掉
刀
上
馬
。
於
高
処
観
顔
良
麾
蓋
。
（
曹
公
が
「
顔
良
の
か
く
の
如
き
勇
猛
、

、

ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
」
と
嘆
じ
、
煩
悶
し
て
い
る
と
、
報
告
が
あ
っ
た
。

「
関
公
が
参
ら
れ
ま
し
た
」
曹
公
は
す
ぐ
さ
ま
庁
ま
で
出
迎
え
、
顔
良
の
威

勢
に
つ
い
て
つ
ぶ
さ
に
語
っ
た
。
関
羽
が
笑
っ
て
言
う
。
「
そ
こ
そ
こ
で
き

る
と
い
う
程
度
で
し
ょ
う
」
。
関
公
は
陣
を
出
る
と
、
刀
を
ひ
っ
さ
げ
馬
に

、

跨
り
、
高
所
よ
り
顔
良
の
旗
指
物
を
探
し
た
。
）

こ
の
「
掉
刀
上
馬
」
と
い
う
表
現
は
、
常
套
句
に
近
く
、
こ
こ
に
関
羽
の
固
有

、

性
を
認
め
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
し
、
ま
た
『
平
話
』
で
は
、
趙
雲
な
ど
に
も

「
刀
」
を
使
う
と
い
う
表
現
が
見
出
せ
る
（
『
平
話
』
巻
中
）
。
た
だ
し
、
関
羽

と
刀
を
結
び
つ
け
る
例
は
傑
出
し
て
多
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
特
徴
的
と
は
言

え
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
青
龍
刀
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
語
は
、

『
平
話
』
か
ら
は
見
出
せ
な
い
。

一
方
、
『
花
関
索
伝
』
の
関
羽
の
武
器
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
『
花
関
索
伝
』
後
集
の
「
関
索
認
父
」
の
条
に
は
、
「
提
起
荊
王
領

衆
軍
。
一
柄
大
刀
拿
在
手
」
と
見
え
、
別
集
「
関
公
戦
陸
遜
］
で
は
、
「
関
公
結

、
、
、
、

束
佐
（
做
）
将
軍
。
身
下
坐
了
赤
兔
馬
。
手
執
剛
（
鋼
）
刀
似
板
門
」
と
あ
る

、

、

（
七
）

（
後
者
で
は
赤
兔
馬
も
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
条
で
言
及
す

る
）
。
だ
が
、
「
大
刀
」
「
剛
（
鋼
）
刀
」
は
『
花
関
索
伝
』
に
お
い
て
は
頻
出
す

る
武
器
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
こ
に
固
有
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
は
明
白
な
固
有
性
が
看
取
で
き
る
。
同
『
花

関
索
伝
』
別
集
の
「
関
志
入
水
取
刀
」
に
お
い
て
、
霊
魂
と
な
っ
た
関
羽
は
、
我

が
子
花
関
索
に
語
り
か
け
る
。

百
般
軍
器
都
寅
（
贏
）
他
不
得
。
只
除
我
一
柄
大
刀
。
殺
得
這
呉
兵
。
方

、
、
、
、
、

与
父
親
報
得
這
個
冤
仇
。
（
我
が
大
刀
を
除
い
て
、
い
か
な
る
武
器
も
奴
に

、
、
、
、

は
敵
わ
ぬ
。
か
の
呉
軍
を
殲
滅
し
て
、
父
の
仇
に
報
じ
て
く
れ
。
）

「
他
」
と
は
、
花
関
索
が
一
度
は
敗
れ
た
、
呉
将
の
鉄
旗
曾
霄
を
指
す
。
こ
こ
で

は
、
単
に
「
大
刀
」
と
称
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
尋
常
の
武
器
で
な
い
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
大
刀
」
を
花
関
索
の
義
兄
弟
た
る
関
志
が

水
中
よ
り
取
り
上
げ
る
。
そ
の
唱
に
は
、
「
只
見
水
中
風
浪
起
。
鬼
頭
関
志
出
其

身
。
手
執
三
停
刀
一
把
」
と
見
え
、
以
後
、
こ
の
刀
は
、
し
ば
し
ば
「
三
停
刀
」

、
、
、

と
称
さ
れ
る
。

後
述
す
る
雑
劇
の
中
に
は
、
関
羽
の
武
器
を
「
青
龍
偃
月
三
停
刀
」
と
称
す
る

（
八
）

例
が
あ
り
、
『
花
関
索
伝
』
の
「
三
停
刀
」
が
、
青
龍
刀
の
別
名
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
し
か
し
、
鉄
旗
曾
霄
に
敗
れ
る
ま
で
の
花
関
索
の
武
器
が
「
黄
龍
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槍
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
奇
異
な
印
象
す
ら
受
け
る
の
だ
が
、

『
花
関
索
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
「
青
龍
刀
」
と
い
う
名
称
は
つ
い
に
現

れ
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、
『
平
話
』
も
、
『
花
関
索
伝
』
も
、
関
羽
の
武
器
が
「
刀
」
で
あ
る
こ

と
は
明
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
青
龍
刀
と
は
呼
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

四
―
二

赤
兔
馬

赤
兔
馬
に
眼
を
転
じ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
『
三
国
志
平
話
』
に
お
け
る
赤
兔
馬
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
『
平
話
』

の
赤
兔
馬
は
、
丞
相
を
務
め
る
丁
建
陽
の
乗
馬
と
し
て
現
れ
る
。
そ
の
家
奴
で
あ

っ
た
呂
布
が
丁
建
陽
を
殺
し
、
赤
兔
馬
に
乗
っ
て
逃
走
せ
ん
と
す
る
が
、
丁
建
陽

の
家
臣
ら
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
董
卓
が
通
り
か
か
り
、
呂
布
の
容
貌

を
奇
と
し
た
彼
は
、
呂
布
を
麾
下
に
加
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
赤
兔
馬
の
名

の
由
来
お
よ
び
そ
の
特
長
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
が
興
味
深
い
。

董
卓
問
。
這
馬
怎
生
好
馬
。
其
家
奴
再
覆
。
這
馬
非
俗
。
渾
身
上
下
血
点

也
似
鮮
紅
。
鬃
毛
如
火
。
名
為
赤
兔
馬
。
丞
相
道
。
不
是
紅
爲
赤
兔
馬
。
是

射
免
馬
。
旱
地
而
行
。
如
見
兔
子
。
不
会
走
了
。
不
用
馬
関
踏
住
。
以
此
言

赤
兔
馬
。
又
言
。
這
馬
若
遇
江
河
。
如
受
平
地
。
涉
水
而
過
多
。
若
至
水
中
。

不
吃
草
料
。
食
魚
鱉
。
這
馬
日
行
一
千
里
。
負
重
八
百
餘
斤
。
此
馬
非
凡
馬

也
。
（
董
卓
が
「
そ
の
馬
は
ど
の
よ
う
に
好
い
馬
な
の
か
」
と
問
う
と
、
そ

の
家
奴
が
再
び
答
え
た
。
「
こ
の
馬
は
並
の
馬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
血

の
よ
う
な
紅
で
、
た
て
が
み
も
尾
も
炎
の
よ
う
、
名
付
け
て
赤
兔
馬
と
申
し

ま
す
。
〔
丁
建
陽
〕
丞
相
が
仰
っ
て
い
た
の
に
、
『
こ
の
馬
が
紅
き
が
ゆ
え

に
赤
兔
馬
と
言
う
に
あ
ら
ず
。
実
は
射
兔
馬
な
の
だ
。
大
地
を
行
く
と
き
、

兔
を
見
る
と
、
こ
の
馬
は
駆
け
も
せ
ず
、
蹄
で
踏
む
わ
け
で
も
な
い
の
に
兔

を
捕
え
る
ゆ
え
、
赤
兔
馬
と
言
う
の
だ
。
ま
た
仰
る
に
、
『
こ
の
馬
は
長
江

や
黄
河
の
よ
う
な
大
河
に
行
き
遇
っ
て
も
平
地
の
如
く
進
み
、
ご
く
容
易
く

渡
っ
て
し
ま
う
。
水
中
に
あ
る
と
き
は
秣
を
食
べ
ず
に
、
魚
や
亀
を
喰
ら
う
、

一
日
千
里
を
進
み
、
八
百
餘
斤
を
背
負
っ
て
平
気
だ
。
凡
馬
で
あ
る
は
ず
が

な
か
ろ
う
』
と
」
。
）

（
九
）

と
も
あ
れ
、
『
平
話
』
の
赤
兔
馬
も
、
『
演
義
』
同
様
、
こ
の
後
、
呂
布
と
と

も
に
あ
る
。
そ
し
て
、
『
平
話
』
の
呂
布
も
、
最
期
に
当
た
り
、
部
下
の
侯
成
に

馬
を
盗
み
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
侯
成
は
逃
走
し
、
「
約
至
四
更
、
関
公
巡
綽
侯
成
。

得
其
馬
。
（
お
よ
そ
四
更
に
な
っ
た
こ
ろ
、
巡
視
中
で
あ
っ
た
関
公
は
侯
成
と
出

会
い
、
そ
の
馬
を
得
た
）
」
と
い
う
事
態
と
な
る
。
侯
成
が
盗
み
出
し
た
際
も
、

関
羽
が
手
に
入
れ
た
時
も
、
た
だ
「
馬
」
と
さ
れ
「
赤
兔
」
と
い
う
固
有
名
詞
は

用
い
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
直
前
で
、
呂
布
自
ら
赤
兔
馬
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、

関
羽
の
手
に
入
れ
た
馬
が
赤
兔
馬
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
。

こ
う
し
て
関
羽
の
所
有
と
な
っ
た
は
ず
の
赤
兔
馬
で
あ
る
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、

こ
の
後
全
く
姿
を
現
さ
な
い
。
『
平
話
』
は
、
関
羽
の
手
に
帰
す
こ
と
で
そ
の
役

割
は
終
わ
っ
た
と
ば
か
り
、
ま
っ
た
く
赤
兔
馬
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。

『
演
義
』
と
比
較
し
た
場
合
、
『
平
話
』
の
関
羽
と
赤
兔
馬
と
の
繫
が
り
は
、
稀

薄
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

以
上
が
、
『
平
話
』
の
赤
兔
馬
の
概
略
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
花
関
索

伝
』
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
前
掲
し
た
ご
と
く
、
や
は
り
赤
兔
馬
は
登
場
し
、
関

羽
の
乗
馬
で
あ
る
こ
と
は
強
く
意
識
さ
れ
る
。
特
に
、
別
集
「
劉
王
得
夢
見
関

張
」
に
お
け
る
、
関
羽
の
死
に
際
し
て
、
「
只
見
赤
兔
馬
拖
刀
跳
入
河
中
去
。
刀

落
在
水
中
（
赤
兔
馬
は
刀
を
引
い
て
河
中
に
躍
り
入
り
、
刀
は
水
中
に
没
し

た
）
」
と
い
う
記
述
の
存
在
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
演
義
』
の
赤
兔
馬
が

関
羽
に
殉
じ
る
の
と
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

（
一
〇
）

し
か
し
、
『
花
関
索
伝
』
の
赤
兔
馬
に
は
、
『
演
義
』
や
『
平
話
』
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
、
注
目
す
べ
き
点
も
存
在
す
る
。
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第
一
は
、
関
羽
が
赤
兔
馬
を
手
に
入
れ
る
経
緯
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
『
平

話
』
に
は
関
羽
が
赤
兔
馬
を
入
手
す
る
経
緯
だ
け
は
記
さ
れ
て
お
り
、
『
演
義
』

は
よ
り
念
入
り
に
そ
の
経
緯
を
記
し
た
上
で
、
関
羽
の
乗
馬
た
る
赤
兔
馬
に
幾
度

も
言
及
す
る
の
に
対
し
、
『
花
関
索
伝
』
は
、
関
羽
が
赤
兔
馬
を
入
手
す
る
経
緯

に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
。

こ
れ
は
、
関
羽
の
子
で
あ
る
花
関
索
が
、
関
羽
と
離
別
し
て
後
、
紆
余
曲
折
を

経
て
、
荊
州
に
い
た
父
と
め
ぐ
り
会
う
の
が
物
語
前
半
の
主
題
で
あ
る
以
上
、
あ

る
意
味
で
や
む
を
得
な
い
。
花
関
索
が
関
羽
と
再
会
し
た
際
、
関
羽
が
荊
州
に
い

た
と
い
う
こ
と
は
、
（
物
語
中
に
ま
っ
た
く
言
及
は
な
い
が
）
呂
布
は
す
で
に
死

亡
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
関
羽
が
一
時
的
に
曹
操
に
投
降
し
て
い
た
時
期
も
過

ぎ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
『
平
話
』
や
『
演
義
』
に
類
す
る
入
手
譚
は
語

り
よ
う
が
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
前
述
の
如
く
、
『
花
関
索
伝
』
は
、
『
平
話
』
よ
り

遙
か
に
熱
心
に
関
羽
の
乗
馬
と
し
て
の
赤
兔
馬
に
言
及
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
花

関
索
伝
』
で
は
、
赤
兔
馬
が
そ
も
そ
も
関
羽
の
乗
馬
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
。
と
言
う
よ
り
、
赤
兔
馬
を
入
手
す
る
物
語
が
缺
落
し
て
い
な
が
ら
、
関

羽
の
乗
馬
は
赤
兔
馬
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
『
花
関
索
伝
』
に
お
い
て
、
赤
兔
馬

が
関
羽
の
乗
馬
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
物
語
性
の
な
い
「
自
明
」
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

注
目
す
べ
き
点
の
第
二
は
、
『
花
関
索
伝
』
の
赤
兔
馬
に
は
異
名
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。

「
胭
脂
馬
」
と
い
う
の
が
そ
の
異
名
で
あ
り
、
『
花
関
索
伝
』
後
集
「
張
飛
殺

姚
賓
」
や
同
「
姜
維
用
計
借
馬
」
で
用
い
ら
れ
る
。

「
胭
脂
」
が
赤
色
に
属
す
る
色
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、

赤
兔
馬
と
同
じ
体
色
を
持
つ
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
先
に
挙
げ
た
『
花
関

索
伝
』
後
集
「
張
飛
殺
姚
賓
」
で
は
「
胭
脂
馬
」
と
「
赤
兔
馬
」
が
併
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
両
者
が
同
一
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
別
名
の
存
在
は
、
極
め
て
興
味
深
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
す
な

わ
ち
、
少
な
く
と
も
『
花
関
索
伝
』
に
お
い
て
、
赤
兔
馬
に
つ
い
て
最
も
注
目
さ

れ
る
べ
き
属
性
は
そ
の
「
赤
」
に
分
類
さ
れ
る
色
彩
で
あ
り
、
『
演
義
』
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
、
一
日
千
里
を
駆
け
る
と
い
っ
た
よ
う
な
属
性
は
重
要
視
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
色
彩
に
対
す
る
着
眼
と
い
う
の
は
、
何
に
起
因
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
当
然
、
か
く
の
如
き
問
い
を
提
起
し
た

く
な
る
が
、
そ
の
前
に
、
『
演
義
』
以
外
に
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
と
い
う
対
の
現

れ
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
雑
劇
で
あ
る
。

五

雑
劇
に
お
け
る
青
龍
刀
と
赤
兔
馬

以
下
、
三
国
志
故
事
を
語
る
雑
劇
（
本
稿
で
は
三
国
志
雑
劇
と
総
称
す
る
）
を
、

青
龍
刀
と
赤
兔
馬
に
注
目
し
て
通
覧
し
て
ゆ
き
た
い
。
前
節
同
様
、
青
龍
刀
と
赤

（
一
一
）

兔
馬
と
に
分
け
て
整
理
す
る
。

五
―
一

青
龍
刀

ま
ず
、
青
龍
刀
に
つ
い
て
見
る
。
す
る
と
、
『
三
国
志
平
話
』
や
『
花
関
索

伝
』
で
は
極
め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
関
羽
と
青
龍
刀
の
関
係
が
、
雑
劇
で
は
、
か
な

り
積
極
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

例
え
ば
、
「
虎
牢
関
三
戦
呂
布
」
雑
劇
の
頭
折
、
関
羽
が
登
場
す
る
際
の
定
場

詩
に
云
う
。

家
在
蒲
州
是
解
良
。
面
如
掙
棗
美
髯
長
。
青
龍
宝
刀
呑
獣
口
。
姓
関
名
羽

、
、
、
、

字
雲
長
。
（
生
れ
は
蒲
州
の
解
良
県
、
棗
顔
に
美
髯
を
蓄
え
、
青
龍
の
宝
刀
、

、
、
、
、
、
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呑
獣
の
鍔
、
姓
は
関
、
名
は
羽
、
字
は
雲
長
）

青
龍
刀
に
言
及
す
る
関
羽
の
定
場
詩
は
、
こ
の
「
虎
牢
関
三
戦
呂
布
」
の
他
、

「
莽
張
飛
大
鬧
石
榴
園
」
第
二
折
、
「
劉
玄
徳
酔
走
黄
鶴
楼
」
第
四
折
な
ど
に
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
定
場
詩
以
外
の

白

の
中
で
も
、
関
羽
の
持
つ
青
龍
刀
に
は

せ
り
ふ

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
劉
関
張
桃
園
三
結
義
」
頭
折
冒
頭
の
関

羽
の
白
に
云
う
。

某
姓
関
。
名
羽
。
字
雲
長
。
乃
蒲
州
解
良
人
也
。
某
幼
而
勇
猛
。
神
眉
鳳
目
。

髯
垂
三
綹
。
身
長
九
尺
二
寸
。
平
生
正
直
剛
強
。
文
武
兼
済
。
喜
看
春
秋
左

伝
。
見
其
乱
臣
賊
子
。
心
生
悩
怒
。
使
一
口
青
龍
偃
月
刀
。
争
奈
時
運
未
遂
。

、
、
、
、
、
、
、

功
名
未
成
。
（
そ
れ
が
し
、
姓
は
関
、
名
は
羽
、
字
は
雲
長
、
蒲
州
解
良
の

者
で
ご
ざ
る
。
若
き
頃
よ
り
勇
猛
に
て
、
す
ず
し
き
眉
に
す
る
ど
き
眼
、
三

筋
の
髭
を
た
く
わ
え
、
身
の
丈
九
尺
二
寸
。
生
ま
れ
つ
い
て
の
硬
骨
漢
、
文

武
両
道
の
心
得
あ
り
。
愛
読
す
る
は
『
春
秋
左
伝
』
、
奸
臣
謀
反
者
を
み
る

に
つ
け
、
怒
り
心
頭
に
発
す
。
青
龍
偃
月
刀
の
使
い
手
な
る
も
、
い
か
ん
せ

、
、
、
、
、

ん
時
運
未
だ
巡
り
来
た
ら
ず
、
功
名
未
だ
果
た
せ
ず
。
）

用
例
が
多
数
見
出
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
雑
劇
に
お
い
て
、
関
羽
と
青
龍
刀
は

密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
問
題
は
あ
る
。
現
存
す

る
三
国
雑
劇
の
多
く
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
脈
望
館
鈔
本
に
拠
る
が
、
そ
の
抄
写

の
年
代
は
、
ほ
と
ん
ど
が
万
暦
年
間
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
『
三
国

志
演
義
』
の
諸
版
本
が
相
当
数
刊
行
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
な
ら
ば
、
『
脈

望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
演
義
』
よ
り
後
れ
る
こ
と
と
な
る
。

無
論
、
雑
劇
そ
の
も
の
は
元
代
に
隆
盛
を
見
た
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
か
ら
、

『
演
義
』
に
先
行
す
る
古
態
を
留
め
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
『
演

義
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
拭
え
な
い
。
『
演
義
』
以
前
に
、
関
羽

と
青
龍
刀
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
雑
劇
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
、
確
実
に
『
演
義
』
に
先
行
す
る
と
言

え
る
元
刊
本
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
で
あ

（
一
二
）

る
が
、
そ
こ
に
は
「
関
張
双
赴
西
蜀
夢
」
「
関
大
王
単
刀
会
」
「
諸
葛
亮
博
望
焼

屯
」
と
い
う
三
篇
の
三
国
雑
劇
が
見
出
せ
る
。
こ
の
中
、
「
西
蜀
夢
」
に
青
龍
刀

の
語
は
見
え
な
い
が
、
「
単
刀
会
」
お
よ
び
「
博
望
焼
屯
」
に
は
青
龍
刀
が
現
れ

る
。
以
下
、
全
て
の
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。

【
叨
叨
令
】
…
…
您
索
与
他
死
去
也
末
哥
。
索
与
他
死
去
也
末
哥
。
那
一
柄

青
龍
刀
落
処
都
多
透
。
（
…
…
あ
な
た
は
あ
の
人
の
手
に
か
か
る
で
し
ょ
う
。

、
、
、

あ
な
た
は
あ
の
人
の
手
に
か
か
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
青
龍
刀
が
振
り
下
ろ
さ

、
、
、

れ
れ
ば
す
べ
て
斬
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
）
（
「
単
刀
会
」
第
二
折
）

【
南
呂
一
枝
花
】
遮
天
雑
彩
旗
。
震
地
花
腔
鼓
。
青
龍
偃
月
刀
。
銀
蟒
点
鋼

、
、
、
、
、

毒
。
…
…
（
天
を
覆
う
色
と
り
ど
り
の
旗
指
物
に
、
地
を
震
わ
す
陣
太
鼓
。

青
龍
の
偃
月
刀
に
、
銀
蟒
の
点
鋼
毒
。
）
（
「
博
望
焼
屯
」
第
二
折
）

、
、
、
、
、
、

【
梅
花
酒
】
…
…
仗
著
青
龍
刀
安
社
稷
，
憑
著
赤
兔
馬
定
家
邦
。
（
青
龍
刀

、
、
、

、
、
、

、
、
、

に
よ
り
て
社
稷
を
安
ん
じ
、
赤
兔
馬
に
よ
り
て
国
家
を
定
む
。
）
（
同
前
第

、
、
、

三
折
）

「
博
望
焼
屯
」
の
用
例
が
、
と
も
に
対
句
表
現
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
青
龍
」
は
、
「
銀
蟒
」
お
よ
び
「
赤
兔
」
、
す
な
わ
ち
「
青
」
が
「
銀
」
「
赤
」

と
対
置
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
前
節
で
述
べ
た
赤
兔
馬
と
同
じ
く
、
青
龍
刀
に
附
さ

れ
た
「
青
」
と
い
う
色
彩
こ
そ
が
、
こ
こ
で
は
重
要
な
の
で
あ
る
（
実
体
と
し
て

の
青
龍
刀
が
持
つ
色
彩
は
、
こ
こ
で
は
関
わ
り
が
な
い
）
。

附
言
し
て
お
け
ば
、
管
見
の
限
り
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
を
対
に
す
る
の
は
、
こ

こ
に
挙
げ
た
「
博
望
焼
屯
」
第
三
折
【
梅
花
酒
】
が
最
古
の
例
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。以

上
、
雑
劇
に
お
け
る
関
羽
と
青
龍
刀
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
縷
々
述

べ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
関
係
に
は
不
安
定
な
面
が
あ
る
こ
と
も
否
め

な
い
。
三
国
志
故
事
の
読
者
で
あ
れ
ば
、
当
然
青
龍
刀
が
登
場
す
べ
き
と
こ
ろ
に
、



- 79 -

青龍刀と赤兎馬

そ
れ
が
現
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
桃
園
結
義
」
第
四
折
【
七

弟
兄
】
に
云
う
。

則
你
那
智
謀
広
脩
。
勇
如
彪
。
三
停
刀
挙
起
天
生
溜
。
軽
輪
動
殺
気
。
冷

、
、
、

颼
颼
。
力
如
神
。
豈
把
双
眉
皺
。
（
学
び
得
た
る
智
謀
は
広
く
、
勇
気
満
点
。

三
停
の
刀
、
手
に
取
れ
ば
生
来
の
身
軽
さ
。
軽
く
振
り
回
せ
ば
シ
ュ
ウ
シ
ュ

、
、
、
、

ウ
と
殺
気
に
溢
れ
、
神
の
如
き
力
、
眉
を
ひ
そ
め
る
こ
と
も
せ
ず
。
）

或
い
は
「
虎
牢
関
三
戦
呂
布
」
楔
子
【
仙
呂
賞
花
時
】
に
云
う
（
便
宜
上
、
曲

辞
の
み
を
示
し
、
挿
入
さ
れ
る
白
は
省
略
し
た
）
。

不
是
張
飛
誇
大
口
。
則
你
那
方
天
戟
難
敵
丈
八
矛
。
大
哥
哥
双
股
剣
冷
颼

颼
。
二
哥
哥
三
停
刀
可
便
在
手
。
我
可
直
趕
上
呂
温
侯
（
大
口
た
た
く
つ
も

、
、
、

り
は
な
い
が
、
お
前
さ
ん
の
方
天
戟
で
は
、
丈
八
尺
の
矛
に
は
敵
わ
な
い
。

大
兄
貴
の
双
股
剣
は
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
と
、
中
兄
貴
が
手
に
す
る
は
三
停
刀
。

、
、
、

俺
が
追
う
の
は
呂
温
侯
。
）

い
ず
れ
も
曲
辞
ゆ
え
、
格
律
の
関
係
上
、
「
青
龍
刀
」
に
類
す
る
語
が
使
え
な

い
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
「
三
」
「
停
」
「
青
」
「
龍
」
は
、
す
べ
て
平
声
に

含
ま
れ
、
「
三
停
刀
」
の
代
わ
り
に
「
青
龍
刀
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
、
格
律

の
点
か
ら
制
約
が
あ
る
と
は
や
や
考
え
難
い
。
と
す
る
と
、
や
は
り
、
少
な
く
と

も
こ
の
曲
辞
の
作
者
は
、
関
羽
と
青
龍
刀
と
の
間
に
は
、
不
可
分
と
い
う
ほ
ど
強

い
関
係
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

ま
た
、
前
掲
し
た
「
単
刀
会
」
「
博
望
焼
屯
」
に
お
け
る
青
龍
刀
に
言
及
す
る

三
例
の
曲
辞
の
中
、
「
単
刀
会
」
第
二
折
【
叨
叨
令
】
と
「
博
望
焼
屯
」
第
三
折

【
梅
花
酒
】
は
と
も
に
明
本
に
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
古
本
で
は
唱
わ
れ
て
い

（
一
三
）

た
関
羽
と
青
龍
刀
の
関
係
が
、
後
代
に
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
変

そ
の
も
の
が
如
何
な
る
意
図
の
許
に
行
わ
れ
た
か
は
、
現
段
階
で
は
不
明
と
い
う

ほ
か
な
い
が
、
雑
劇
に
お
け
る
関
羽
と
青
龍
刀
と
の
関
係
が
不
安
定
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
繰
り
返
す
が
、
『
三
国
志
平
話
』
や
『
花
関
索
伝
』
に
比
す
れ
ば
、

雑
劇
が
青
龍
刀
に
言
及
す
る
頻
度
が
高
い
こ
と
は
動
か
し
よ
う
が
な
く
、
こ
の
点

に
お
い
て
は
、
間
違
い
な
く
雑
劇
は
『
演
義
』
に
近
し
い
。
ま
た
、
青
龍
刀
の
語

を
対
句
表
現
に
用
い
る
例
の
存
在
に
、
再
び
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
例
え

ば
、
「
赤
」
兔
馬
と
対
置
す
る
た
め
に
「
青
」
龍
刀
を
選
択
す
る
、
と
い
う
の
は
、

修
辞
上
、
極
め
て
理
解
し
や
す
い
。
こ
の
場
合
、
青
龍
刀
と
い
う
語
が
選
択
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
語
が
持
つ
「
青
」
と
い
う
色
彩
ゆ
え
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
―
二

赤
兔
馬

雑
劇
の
赤
兔
馬
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
別
稿
に
て
論
じ
た
が
、
そ
の
概
要
を
ま

（
一
四
）

と
め
て
お
く
。

現
存
す
る
三
国
雑
劇
に
は
、
関
羽
が
赤
兔
馬
を
入
手
す
る
物
語
は
存
在
し
な
い
。

例
え
ば
、
「
関
雲
長
千
里
独
行
」
お
よ
び
「
関
雲
長
義
勇
辞
金
」
は
と
も
に
、
関

羽
が
一
時
的
に
曹
操
に
投
降
し
、
そ
の
後
、
劉
備
の
許
へ
戻
る
筋
立
て
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
曹
操
が
関
羽
に
赤
兔
馬
を
送
る
挿
話
は
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
『
三
国

志
演
義
』
に
類
似
す
る
赤
兔
馬
入
手
譚
は
、
雑
劇
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
如
く
、
『
三
国
志
平
話
』
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
雑
劇
と
『
平
話
』
が
一
致
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
確
認
で
き
な
い
。
何

と
な
れ
ば
、
呂
布
の
最
期
を
題
材
と
す
る
雑
劇
が
現
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
雑
劇
に
お
い
て
も
、
赤
兔
馬
が
呂
布
の
乗
馬
で
あ
る
こ
と
は
、
「
虎
牢

関
三
戦
呂
布
」
頭
折
【
那
吒
令
】
や
、
「
張
翼
徳
単
戦
呂
布
」
第
二
折
の
呂
布
の

定
場
詩
、
「
関
雲
長
単
刀
劈
四
寇
」
頭
折
【
混
江
龍
】
な
ど
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
関
羽
と
赤
兔
馬
と
を
結
び
つ
け
る
記
述
も
、
前
述
し
た
「
博
望
焼
屯
」
や
、

「
関
雲
長
大
破
蚩
尤
」
楔
子
【
仙
呂
賞
花
時
】
な
ど
に
出
現
す
る
か
ら
、
関
羽
が

赤
兔
馬
を
入
手
す
る
経
緯
を
語
る
雑
劇
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。
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し
か
し
、
総
体
的
に
は
、
関
羽
の
赤
兔
馬
入
手
譚
を
缺
く
た
め
、
雑
劇
に
お
け

る
関
羽
と
赤
兔
馬
の
関
係
は
、
『
三
国
志
演
義
』
や
『
花
関
索
伝
』
に
比
し
て
稀

薄
な
印
象
し
か
残
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
し
、
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
雑
劇
の
赤
兔
馬
を

「
南
」
と
結
び
つ
け
る
記
述
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

「
莽
張
飛
大
鬧
石
榴
園
」
第
三
折
【
迎
仙
客
】
に
云
う
。

那
呂
布
。
他
横
担
着
方
天
画
桿
戟
。
馬
跨
着
南
海
赤
犇
彪
。
［
帯
云
］
忽

、
、
、
、
、

然
間
門
旗
開
処
。
不
剌
剌
戦
馬
相
交
。
両
陣
之
間
兠
住
胭
脂
馬
。
叫
道
大
将

、
、
、

軍
臨
陣
。
…
…
（
か
の
呂
布
は
、
方
天
画
桿
の
戟
横
た
え
て
、
南
海
の
、
赤

、
、
、

、

毛
の
馬
に
う
ち
跨
り
、
［
入
れ
ぜ
り
ふ
］
門
旗
が
開
い
た
途
端
、
パ
カ
パ
カ

、
、
、

と
戦
馬
が
向
き
合
い
、
両
陣
の
間
に
胭
脂
馬
を
牽
き
と
ど
め
、
い
ざ
大
将
軍

、
、
、

の
お
出
ま
し
じ
ゃ
、
と
叫
ぶ
や
、
…
…
）

史
実
の
呂
布
は
、
五
原
九
原
（
現
在
の
内
蒙
古
自
治
区
内
）
、
す
な
わ
ち
北
方

の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
乗
馬
が
南
海
の
馬
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
な
ら
ば
、

こ
こ
に
引
い
た
「
南
海
赤
犇
彪
」
の
語
は
、
赤
兔
馬
に
含
ま
れ
る
「
赤
」
と
い
う

色
か
ら
の
聯
想
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
。
更
に
こ
こ
に
は
、
『
花
関
索

伝
』
に
見
え
る
「
胭
脂
馬
」
の
語
も
見
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
は
、
赤

兔
馬
に
つ
い
て
、
色
彩
と
い
う
属
性
が
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
と
言
え
、
こ
れ
は

『
花
関
索
伝
』
に
現
れ
る
、
関
羽
の
乗
馬
に
対
す
る
意
識
と
軌
を
一
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
色
彩
に
対
す
る
意
識
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

も
興
味
深
い
。
「
寿
亭
侯
怒
斬
関
平
」
第
二
折
で
は
、
関
羽
の
乗
馬
の
世
話
係
と

設
定
さ
れ
る
、
正
末
た
る
関
西
漢
は
、
登
場
の
際
、
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

洒
家
是
箇
関
西
漢
。
与
寿
亭
侯
元
帥
喂
着
這
匹
児
馬
。
…
…
両
耳
桃
花
朶
。

四
蹄
胭
脂
抹
。
行
動
暎
山
紅
。
勒
住
一
団
火
。
（
俺
は
関
西
漢
。
寿
亭
侯
元

、
、

帥
の
馬
の
世
話
を
し
て
お
る
。
…
…
両
の
耳
は
桃
花
の
よ
う
、
四
本
の
脚
は

胭
脂
に
塗
ら
れ
、
動
け
ば
山
の
紅
映
し
、
牽
き
止
め
れ
ば
炎
の
如
し
。
）

、
、

そ
し
て
、
こ
の
白
に
唱
（
曲
辞
）
で
あ
る
【
南
呂
一
枝
花
】
が
続
く
。

這
些
時
刷
鉋
的
戦
馬
犇
。
宝
閑
的
精
神
旺
。
顔
色
似
火
炭
赤
。
皮
毛
似
潑

、
、
、
、
、
、

油
光
。
（
ひ
と
し
き
り
、
勢
い
盛
ん
な
戦
馬
の
毛
梳
き
、
休
養
た
っ
ぷ
り
、

気
力
も
充
分
。
燃
え
盛
る
、
炭
火
の
よ
う
に
色
赤
く
、
て
か
て
か
と
油
の
如

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
つ
や
あ
る
毛
並
み
。
…
…
）

こ
の
「
怒
斬
関
平
」
で
は
、
関
羽
の
乗
馬
は
、
つ
い
に
赤
兔
と
呼
称
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
赤
」
と
い
う
色
に
つ
い
て
は
強
調
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
、
関
羽
の
乗
馬
に
と
っ
て
重
要
と

認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
色
の
み
で
あ
り
、
最
早
、
正
史
に
登
場
す
る
固
有
名
詞
と

し
て
の
赤
兔
馬
と
は
関
わ
り
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な

い
。附

言
す
れ
ば
、
他
な
ら
ぬ
『
三
国
志
演
義
』
に
お
い
て
、
赤
兔
馬
と
い
う
語
が

固
有
性
を
失
っ
て
い
る
例
を
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
八
十
七
回
に
登
場
す

る
蛮
王
孟
獲
、
お
よ
び
第
九
十
回
に
現
れ
る
孟
獲
夫
人
た
る
祝
融
は
、
と
も
に

「
捲
毛
赤
兔
馬
」
に
乗
る
、
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
れ
る
赤
兔
馬
に

つ
い
て
、
そ
の
由
来
は
一
切
説
明
が
な
い
が
、
無
論
、
呂
布
お
よ
び
関
羽
の
乗
馬

で
あ
っ
た
赤
兔
馬
と
同
一
の
存
在
と
は
思
わ
れ
な
い
。
孟
獲
と
祝
融
が
「
南
」
蛮

に
君
臨
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
聯
想
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、

赤
兔
馬
の
持
つ
色
彩
の
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

六

雑
劇
穿
関

前
節
ま
で
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
関
羽
の
武
器
と
乗
馬
に
つ
い
て
重
要
な
の
は
、

そ
の
実
体
・
来
歴
で
は
な
く
色
彩
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
、

雑
劇
穿
関
が
存
在
す
る
。

穿
関
は
、
現
存
す
る
雑
劇
テ
キ
ス
ト
の
中
、
内
府
本
と
称
さ
れ
る
一
群
に
の
み
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附
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
す
べ
て
の
内
府
本
に
附
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
）
、
そ

の
雑
劇
に
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
物
に
つ
い
て
の
衣
裳
指
定
で
あ
る
。
内
府
本
が

実
際
の
上
演
を
前
提
と
し
て
い
た
証
左
と
な
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

極
端
に
類
型
化
・
記
号
化
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
虎
牢
関
三
戦
呂
布
」
に
登
場
す
る
劉
備
の
穿
関
は
以
下
の
如
く
で

あ
る
。奓

簷
帽

蟒
衣
曳
撒

黄
袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

帯
剣

三
髭
髯

そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
か
は
本
稿
で
は
深
入
り
し
な
い
。

問
題
は
、
こ
こ
に
示
し
た
劉
備
の
穿
関
が
特
殊
な
も
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
「
三
戦
呂
布
」
に
登
場
す
る
袁
紹
の
穿
関
を
見
る
と
、

奓
簷
帽

蟒
衣
曳
撒

袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

帯
剣

三
髭
髯

と
な
っ
て
い
る
。
両
者
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
違
う
の

は
僅
か
に
一
箇
所
、
「
袍
」
に
つ
い
て
、
劉
備
の
穿
関
で
は
「
黄
袍
」
と
色
が
指

定
さ
れ
て
い
る
点
の
み
で
あ
る
。
「
鄧
禹
定
計
捉
彭
寵
」
の
劉
秀
も
ま
た
、
「
黄

袍
」
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
黄
」
が
皇
帝
の
象
徴
色
で
あ
る
こ

（
一
五
）

と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
劉
備
と
袁
紹
と
を
分
け
る
一
点
は
決
定

的
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
他
が
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
も
動
か
し
難
い
。
筆
者

が
、
雑
劇
穿
関
が
類
型
化
・
記
号
化
さ
れ
て
い
る
と
言
う
所
以
で
あ
る
。

「
三
戦
呂
布
」
の
穿
関
は
、
そ
の
類
型
化
・
記
号
化
が
最
も
端
的
に
示
さ
れ
た

も
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
雑
劇
で
は
、
董
卓
に
反
旗
を
翻
し
た
関
東
十
八
諸

侯
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
穿
関
は
ほ
と
ん
ど
差
別
化
さ
れ
て
い
な
い
。
別
言
す
れ

（
一
六
）

ば
、
差
別
化
さ
れ
た
穿
関
を
与
え
ら
れ
た
人
物
は
、
こ
の
雑
劇
に
お
い
て
、
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
条
件
に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
は
、
呂
布
・
張
飛
・
関
羽
が
挙
げ
ら
れ
る
。

関
羽
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
、
呂
布
と
張
飛
に
つ
い
て
、
そ
の

穿
関
を
掲
げ
て
お
く
。

［
呂
布
］
三
叉
冠
雉
雞
羽

抹
額

蟒
衣
曳
撒

袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

三
髭
髯

簡

［
張
飛
］
包
巾

蟒
衣
曳
撒

皀
袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

猛
髯

竹
節
鞭

前
掲
し
た
袁
紹
と
比
較
す
れ
ば
、
呂
布
の
場
合
は
か
ぶ
り
物
と
武
器
が
、
張
飛

の
場
合
は
、
そ
れ
に
加
え
て
袍
色
と
ひ
げ
と
が
異
な
っ
て
い
る
。
他
と
差
別
化
し

よ
う
と
す
る
意
識
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
附
言
す
れ
ば
、
他
の
雑
劇
に
登
場
す
る
両

者
の
穿
関
も
、
こ
れ
と
全
く
一
致
し
て
お
り
、
雑
劇
内
府
本
と
い
う
世
界
に
お
い

て
、
呂
布
と
張
飛
が
相
当
に
特
殊
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
疑
い

な
い
。

い
よ
い
よ
、
残
る
関
羽
の
穿
関
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

滲
青
巾

蟒
衣
曳
撒

紅
袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

帯
剣

三
髭

髯
や
は
り
袁
紹
の
穿
関
と
比
較
す
る
と
、
「
滲
青
巾
」
と
い
う
か
ぶ
り
物
と
、
袍

色
が
異
な
る
。
ま
た
、
関
羽
の
身
体
的
特
徴
と
し
て
正
史
に
ま
で
記
さ
れ
て
い
る

ひ
げ
に
つ
い
て
の
差
別
化
が
全
く
為
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
呂
布
や
張
飛
と
異
な

（
一
七
）

り
、
武
器
の
差
別
化
も
為
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
も
、
関
羽
に
は
「
青
」
と
、
「
紅
」
す
な
わ
ち
「
赤
」
と
の
二
色
が
附
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
他
は
袁
紹
あ
る
い
は
劉
備
と
異
な
る
箇
所
は
存
在
し
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
関
羽
の
特
殊
性
は
、
ま
っ
た
く
色
彩
の
み
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
関
羽
の
穿
関
は
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
、
関
羽
に
青
龍
刀
と
赤
兔
馬

が
与
え
ら
れ
た
所
以
は
、
両
者
に
宿
る
色
彩
に
こ
そ
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
筆
者
の
推
論
を
補
強
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
先
述
し
た
よ
う
に
、
趙
琦
美
に
よ
る
内
府
本
の
抄
写
時
期
は

万
暦
年
間
、
そ
れ
も
万
暦
四
十
年
代
に
集
中
し
て
お
り
、
『
三
国
志
演
義
』
の
成
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立
よ
り
も
か
な
り
後
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
穿
関
は
、

『
演
義
』
に
現
れ
る
「
青
」
龍
刀
と
「
赤
」
兔
馬
と
い
う
対
に
触
発
さ
れ
、
作
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
は
排
除
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
「
青
」
の
頭
巾
を
被
り
、
「
赤
」
の
衣
裳
を
着
け
る
と
い
う
関
羽

の
姿
は
、
雑
劇
穿
関
以
前
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

七

元
帥
神
関
羽

「
紅
袍
」
は
さ
て
お
き
、
関
羽
の
「
滲
青
巾
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
実
は
当

の
雑
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
関
雲
長
大
破

蚩
尤
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
府
本
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
穿
関
に
お
け
る
関
羽

の
姿
は
、
他
の
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る
が
、
関
羽
が
生
き
た
人
間
で
は
な
く
、

玉
泉
山
の
土
地
神
（
原
文
は
「
玉
泉
山
都
土
地
」
）
と
し
て
登
場
す
る
点
が
、
他

の
三
国
雑
劇
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
そ
し
て
、
第
三
折
【
倘
秀
才
】
に
て
、
正

末
た
る
関
羽
は
以
下
の
よ
う
に
唱
う
。

頗
恨
那
愚
濁
下
民
。
他
塑
画
的
我
不
依
本
分
。
我
在
生
時
誰
曾
道
。
毎
日

朝
朝
無
是
狠
。
塑
的
我
披
着
副
黄
金
鎧
。
可
帯
一
項
滲
青
巾
。
他
将
咱
来
祭

、
、
、

緊
。
（
忌
々
し
き
は
愚
鈍
な
職
人
、
ま
っ
と
う
に
、
拙
者
の
姿
を
描
か
な
か

っ
た
。
生
前
に
、
い
っ
た
い
誰
が
想
像
し
よ
う
か
。
来
る
日
も
来
る
日
も
怒

り
に
満
ち
て
、
黄
金
の
鎧
身
に
纏
い
、
滲
青
巾
を
被
せ
ら
れ
、
神
に
祀
り
あ

、
、
、

げ
ら
れ
よ
う
と
は
。
）

引
用
し
た
曲
辞
に
従
え
ば
、
「
青
巾
」
は
生
前
で
は
な
く
、
関
羽
を
神
と
し
て

の
祀
る
際
に
附
加
さ
れ
た
要
素
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
雑
劇
穿
関
に

よ
っ
て
描
か
れ
る
関
羽
の
姿
は
、
実
在
の
武
将
と
い
う
よ
り
、
神
と
し
て
の
そ
れ

を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

中
国
の
民
間
信
仰
に
お
い
て
、
元
帥
神
と
称
さ
れ
る
神
々
が
居
り
、
関
羽
信
仰

も
、
特
に
元
か
ら
明
に
か
け
て
は
元
帥
神
信
仰
の
一
環
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い

る
。
元
帥
神
信
仰
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
二
階
堂
善
弘
氏
に
『
道
教
・
民
間
信

仰
に
お
け
る
元
帥
神
の
変
容
』
と
い
う
専
著
が
あ
り
、
以
降
の
論
も
、
こ
の
書
に

（
一
八
）

負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

二
階
堂
氏
は
、
元
帥
神
を
「
五
代
・
宋
以
後
に
発
展
し
た
と
思
わ
れ
る
、
新
し

い
種
類
の
武
神
」
で
あ
る
と
定
義
し
、
そ
の
発
展
は
、
「
宋
代
以
降
に
発
展
し
た

雷
法
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
」
と
指
摘
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
「
雷
法
に
よ
っ

て
使
役
さ
れ
る
神
々
を
も
っ
ぱ
ら
『
元
帥
』
と
呼
び
、
ま
た
そ
の
法
術
を
『
元
帥

法
』
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
」
。
関
羽
も
ま
た
、
特
に
元
明
代
に
お

い
て
、
そ
の
よ
う
な
元
帥
神
の
一
人
た
る
「
関
元
帥
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

（
一
九
）

前
述
し
た
「
大
破
蚩
尤
」
雑
劇
の
物
語
に
類
す
る
記
録
が
、
明
代
に
成
書
し
た

『
三
教
源
流
搜
神
大
全
』
や
、
後
述
す
る
『
道
法
会
元
』
巻
之
二
百
五
十
九
「
地

祇
馘
魔
関
元
帥
秘
法
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
「
大
破
蚩
尤
」
は
、

当
時
広
く
知
ら
れ
て
い
た
関
羽
の
元
帥
神
と
し
て
の
顕
聖
譚
を
戯
曲
化
し
た
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
使
役
さ
れ
る
元
帥
神
と
し
て
の
関
羽
の
姿
は
、
道
教
文
献
に
散
見
で
き

る
。
そ
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
こ
に
現
れ
る
関
羽
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

「
青
」
の
頭
巾
か
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
つ
け
、
時
と
し
て
「
赤
」
い
服
を
身
に

着
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
正
統
道
蔵
』
太
平
部
『
法
海
遺
珠
』
巻
之
三
十
九
「
鄷
都
西
臺
朗

霊
馘
魔
関
元
帥
秘
法
」
で
は
、
主
将
た
る
関
元
帥
の
姿
を
以
下
の
よ
う
に
記
す

（
邦
訳
は
省
略
し
た
。
以
下
同
）
。

戴
青
長
結
巾
。
重
棗
色
面
。
鳳
眼
美
髯
。
官
緑
鴈
花
袍
。
袒
襟
露
甲
。
緑

、
、
、
、

吊
橔
靴
。
乗
赤
馬
。
手
提
大
刀
。

、
、

、
、

頭
に
つ
け
る
の
は
「
青
長
結
巾
」
で
あ
り
、
袍
こ
そ
「
赤
」
で
は
な
い
が
、
赤
兔

馬
で
は
な
く
「
赤
馬
」
に
乗
る
。
や
は
り
、
「
青
」
と
「
赤
」
を
備
え
て
い
る
わ
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け
で
あ
る
。

ま
た
、
同
『
法
海
遺
珠
』
巻
四
十
三
「
太
玄
煞
鬼
関
帥
大
法
」
で
は
、
将
班
た

る
関
羽
の
姿
を
、

赤
棗
面
。
勇
猛
相
。
乗
赤
馬
。
洞
霊
帽
。
青
結
巾
。
皀
靴
。

、
、

、
、
、

と
、
描
写
す
る
。
こ
こ
で
も
、
被
り
物
と
馬
、
更
に
顔
の
色
も
加
え
て
「
青
」
と

「
赤
」
が
出
現
す
る
。

ま
た
、
『
正
統
道
蔵
』
正
一
部
『
道
法
会
元
』
巻
之
二
百
五
十
九
「
地
祇
馘
魔

関
元
帥
秘
法
」
で
は
主
将
関
元
帥
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

元
帥
重
棗
色
面
。
鳳
眼
。
三
牙
鬚
。
長
髯
一
尺
八
寸
。
天
青
結
巾
。
大
紅

、
、
、
、

、
、

朝
服
。
玉
束
帯
。
皀
朝
靴
。
執
龍
頭
大
刀
。
有
赤
兔
馬
随
。
常
用
喜
容
。
如

、
、

、
、
、
、

、
、
、

馘
摂
怒
容
。
自
雷
門
而
至
。

や
は
り
被
り
物
が
「
天
青
結
巾
」
で
あ
る
上
に
、
こ
こ
で
は
「
大
紅
朝
服
」
を

着
け
る
か
ら
、
更
に
関
羽
の
雑
劇
穿
関
に
接
近
す
る
。
馬
は
「
赤
兔
馬
」
と
な
る

が
、
こ
れ
は
、
前
述
の
如
く
、
史
書
に
現
れ
る
固
有
名
詞
と
し
て
の
赤
兔
馬
か
ら

離
れ
、
そ
の
色
彩
が
重
要
視
さ
れ
る
存
在
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
武
器
が
単
な
る
大
刀
で
は
な
く
「
龍
頭
大
刀
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
何
故
、
「
龍
頭
」
で
あ
る
か
の
検
討
は
他
日
を
期
す
が
、
こ
れ
が
後
に
一

（
二
〇
）

般
化
す
る
青
「
龍
」
刀
の
淵
源
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

附
言
す
れ
ば
、
こ
の
「
地
祇
馘
魔
関
元
帥
秘
法
」
で
は
、
「
又
一
派
」
に
つ
い

て
も
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
関
元
帥
は
主
将
と
さ
れ
、
そ
の
姿
は
、

面
紅
紫
色
。
紅
袍
。
金
甲
。
長
髯
。
手
執
大
刀
。
乗
火
雲
。
自
南
而
来
。

、
、

、
、

、
、

、

と
、
描
写
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
紅
（
赤
）
」
の
要
素
の
み
で
、
「
青
」
の
要
素

は
現
れ
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
末
尾
の
「
火
雲
に
乗
り
、
南
よ
り
来
る
」
と

い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
関
羽
に
附
与
さ
れ
て
い
る
の
が
、
本
質
的
に

は
、
「
南
」
＝
「
火
」
＝
「
赤
（
紅
）
」
と
い
う
属
性
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示

し
て
い
る
。
「
馬
」
で
あ
る
必
要
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。

八

結
語

以
上
、
道
教
経
典
に
現
れ
る
関
元
帥
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
き
た
。
こ
こ
で
も

関
羽
に
附
与
さ
れ
る
の
は
「
青
」
と
「
赤
」
と
い
う
色
彩
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。『

法
海
遺
珠
』
も
『
道
法
会
元
』
も
、
そ
の
成
書
は
元
末
明
初
と
さ
れ
、
内
府

本
の
抄
写
時
期
よ
り
も
遙
か
に
早
く
、
『
花
関
索
伝
』
『
三
国
志
演
義
』
よ
り
も

先
行
す
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
第
五
節
の
二
で
言
及
し
た
、
青
龍
刀
と
赤
兔
馬
と
い
う
対
の
最
古
の

例
、
「
博
望
焼
屯
」
を
含
む
所
謂
『
元
刊
雑
劇
』
と
の
先
後
で
あ
る
。
『
元
刊
雑

劇
』
の
刊
行
も
、
『
道
法
会
元
』
と
同
じ
く
、
元
の
最
末
期
か
ら
明
初
を
想
定
さ

れ
て
お
り
、
成
書
年
代
か
ら
先
後
を
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

（
二
一
）

『
道
法
会
元
』
は
、
内
容
的
に
は
、
「
宋
代
に
集
大
成
さ
れ
た
呪
法
儀
礼
書
」
で

（
二
二
）

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
な
ら
ば
、
元
帥
神
と
し
て
の
関
羽
の
姿
、
な
ら
び
に

そ
こ
に
附
与
さ
れ
た
「
青
」
と
「
赤
」
と
い
う
色
彩
が
ま
ず
存
在
し
、
そ
こ
か
ら

「
青
」
龍
刀
と
「
赤
」
兔
馬
と
い
う
対
が
生
ま
れ
た
と
考
え
た
方
が
、
蓋
然
性
は

高
か
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
、
青
龍
刀
を
提
げ
、
赤
兔
馬
に
跨
る
と
い
う
『
演
義
』
で
頻
用
さ

れ
る
関
羽
の
描
写
は
、
色
彩
に
実
体
を
与
え
る
と
い
う
、
一
種
の
「
昇
華
」
で
も

あ
っ
た
。
無
論
、
言
語
に
よ
っ
て
、
単
純
に
「
青
」
の
頭
巾
を
被
せ
、
「
赤
」
の

袍
を
着
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
関
羽
の
威
武
は
表
現
さ
れ
得
ま

い
。
武
器
と
馬
と
い
う
武
人
の
象
徴
に
「
昇
華
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
青
」
と

「
赤
」
は
、
戯
曲
や
小
説
等
の
言
語
芸
術
と
い
う
「
無
色
」
の
世
界
で
も
、
関
羽

を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
昇
華
」
は
関
羽
以
外
に
も
見
ら
れ
る
現
象
な
の
か
。
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こ
の
問
い
の
検
討
が
、
当
然
、
次
な
る
課
題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
つ
い
て
は

他
日
を
期
し
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
た
い
。
（
了
）

《

注

》

（
一
）『
三
国
志
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
今
日
一
般
に
流
布
し
て
い
る
関
羽
像
を
見
る
、
と
い

う
点
か
ら
通
行
本
（
毛
宗
崗
本
）
に
拠
っ
た
。
な
お
、
邦
訳
と
し
て
井
波
律
子
『
三
国
志
演

義
』（
全
七
冊
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
二
―
〇
三
年
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
二
）
大
塚
秀
高
「
剣
神
の
物
語
（
上
）
関
羽
を
中
心
と
し
て
」、『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学

部
）』
第
三
十
二
巻
第
一
号
、
二
三
―
六
二
頁
、
一
九
九
六
年
。
同
「
剣
神
の
物
語
（
下
）

関
羽
を
中
心
と
し
て
」、『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）』
第
三
十
二
巻
第
二
号
、
六
七
―

九
八
頁
、
一
九
九
七
年
。

（
三
）
正
史
『
三
国
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
評
点
本
に
拠
る
。
な
お
、
邦
訳
と
し
て
今
鷹

真
他
訳
『
正
史
三
国
志
』（
全
八
冊
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
二
―
九
三
年
）
を
参
照

し
て
い
る
。

（
四
）
拙
稿
『
関
羽
と
呂
布
、
そ
し
て
赤
兎
馬
―
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
伝
説
の
受
容
―
』、

『
東
方
学
』
第
九
十
八
輯
、
四
三
―
五
八
頁
。
一
九
九
九
年
。

（
五
）『
三
国
志
平
話
』
の
テ
キ
ス
ト
は
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本

複
写
を
、『
花
関
索
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
は
井
上
泰
山
他
著
『
花
関
索
伝
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
九
年
）
所
収
の
影
印
に
拠
る
。
な
お
、
前
者
の
邦
訳
と
し
て
二
階
堂
善
弘
・
中
川
諭

訳
注
『
三
国
志
平
話
』（
光
栄
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
、
後
者
の
評
点
・
校
勘
は
前
掲

『
花
関
索
伝
の
研
究
』
を
参
照
し
て
い
る
。

（
六
）
註
（
四
）
所
掲
拙
稿
参
照
。

（
七
）
引
用
文
中
に
括
弧
で
附
し
た
文
字
は
校
勘
を
示
す
。

（
八
）「
劉
関
張
桃
園
三
結
義
」
第
二
折
の
関
羽
の
白
に
「
某
乃
蒲
州
解
良
人
也
。
姓
関
。
名
羽
。

字
雲
長
。
…
…
使
一
口
青
龍
偃
月
三
停
刀
」
と
あ
る
。
雑
劇
の
テ
キ
ス
ト
等
は
、
後
掲
註

、
、
、
、
、
、
、

（
一
一

）
参
照
。

（
九
）
以
上
、『
平
話
』
の
引
用
は
す
べ
て
巻
上
。

（
一
〇

）
註
（
二
）
所
掲
大
塚
論
文
参
照
。

（
一
一

）
雑
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
、
世
界
書
局
『
全
元
雑
劇
』
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。
な
お
、
雑
劇

の
書
誌
に
つ
い
て
は
小
松
謙
『
中
国
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参

照
。
ま
た
、
邦
訳
と
し
て
井
上
泰
山
『
三
国
劇
翻
訳
集
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二

年
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
一
二

）『
元
刊
雑
劇
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
赤
松
紀
彦
他
編
『
元
刊
雑
劇
の
研
究
―
三
奪
槊
・

気
英
布
・
西
蜀
夢
・
単
刀
会
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
後
出
の

「
単
刀
会
」
の
本
文
の
校
勘
も
、
本
書
に
拠
っ
た
。

（
一
三

）
両
者
は
と
も
に
、
元
刊
本
以
外
に
脈
望
館
抄
本
が
現
存
し
て
い
る
。

（
一
四

）
註
（
四
）
所
掲
拙
稿
。

（
一
五

）「
捉
彭
寵
」
に
お
け
る
劉
秀
の
穿
関
は
「
奓
簷
帽

蟒
衣
曳
撒

黄
袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

三
髭
髯

双
雁
翎
刀
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
六

）
例
え
ば
、「
三
戦
呂
布
」
に
登
場
す
る
十
八
諸
侯
の
中
、
孔
融
・
韓
昇
・
鮑
信
・
喬
梅
・

王
曠
・
韓
兪
・
呉
慎
・
張
秀
・
袁
術
・
趙
庄
・
劉
羽
・
公
孫
瓚
・
田
客
の
十
三
名
の
穿
関
は

全
く
同
一
で
あ
り
、「
鳳
翅
盔

膝
襴
曳
撒

袍

項
帕

直
纏

褡
膊

帯

帯
剣

三

髭
髯
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
七

）『
三
国
志
』
蜀
書
巻
六
関
羽
伝
に
、
諸
葛
亮
が
、
関
羽
を
「
髯
」
と
称
す
る
例
が
あ
る
。

（
一
八

）
二
階
堂
善
弘
『
道
教
・
民
間
信
仰
に
お
け
る
元
帥
神
の
変
容
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
六
年
。

（
一
九

）
こ
の
段
落
に
お
け
る
引
用
は
、
す
べ
て
註
（
一
八

）
所
掲
書
四
―
五
頁
。

（
二
〇

）
例
え
ば
、
関
羽
が
解
池
に
蛟
龍
を
斬
っ
た
と
い
う
説
話
と
の
関
聯
等
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

（
二
一

）
註
（
一
二

）
所
掲
書
参
照
。

（
二
二

）
註
（
一
八

）
所
掲
書
七
八
頁
。
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